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愛
媛
県
が
許
可
を
与
え
た
産
業
廃
棄
物
焼
却
炉
の
処
理
能
力
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
一
七
七
号
）
に
お
い
て
、
比
重
の
異
な
る
廃
棄
物
を
燃
焼
中
に
追
加
投
入
し
な
い

形
態
の
炉
で
混
焼
す
る
場
合
の
能
力
に
つ
い
て
、
「
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
能
力
算
定
方
法
に
つ
い
て
（
情
報
提
供
）
」
（
平
成

十
四
年
十
一
月
二
十
六
日
付
け
環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
廃
棄
物
対
策
課
及
び
産
業
廃
棄
物
課
事
務
連

絡
）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
「
炉
の
容
積
に
入
る
廃
棄
物
の
量
を
燃
焼
時
間
で
除
し
て
算
定
す
る
方
法
」
（
以
下
単
に
「
算

定
方
法
」
と
い
う
）
を
用
い
て
算
定
す
る
場
合

炉
の
容
積Ｖ

（
必
要
な
空
隙
率
は
考
慮
し
な
い
と
す
る
）

燃
焼
時
間ｔ

廃
棄
物Ａ

混
焼
率ａ

（％

）

比
重ｒ

廃
棄
物Ｂ

混
焼
率
（���

－
ａ

）
（％

）

比
重Ｒ

た
だ
しｒ

＜
Ｒ

で
あ
る
。

で
あ
る
例
に
つ
い
て
は
、
「
「
炉
の
容
積Ｖ

」
に
「
混
焼
率ａ

」
を
百
で
除
し
た
値
を
乗
じ
た
値
に
「
比
重ｒ

」
を
乗
じ
て
得

た
値
と
、
「
炉
の
容
積Ｖ

」
に
「
混
焼
率
（���

－
ａ

）
」
を
百
で
除
し
た
値
を
乗
じ
た
値
に
「
比
重Ｒ

」
を
乗
じ
て
得
た
値

一



と
の
和
を
、
「
燃
焼
時
間ｔ

」
で
除
し
て
算
定
さ
れ
た
値
と
な
る
」
と
の
答
弁
を
得
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
再
質
問
す
る
。

一

混
焼
率ａ

が�

か
ら���

の
間
で
変
動
す
る
場
合
、
算
定
さ
れ
る
値
は
当
然
変
動
す
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

二

燃
焼
時
間
な
ど
ほ
か
の
条
件
が
変
わ
ら
な
い
場
合
、
算
定
さ
れ
る
値
が
最
大
に
な
る
の
は
、ｒ

＜
Ｒ

で
あ
る
こ
と
か
ら
混

焼
率ａ

が�

の
場
合
で
あ
り
、
「
炉
の
容
積Ｖ

」
に
「
比
重Ｒ

」
を
乗
じ
て
得
た
値
を
「
燃
焼
時
間ｔ

」
で
除
し
て
算
定
さ

れ
た
値
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
か
。

三

産
業
廃
棄
物
焼
却
炉
の
許
可
は
禁
止
の
解
除
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
混
焼
率ａ

が�

か
ら���

の
間
で
変
動
し
他
の
条
件
が

変
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
例
の
炉
の
場
合
、
前
述
の
最
大
の
値
で
許
可
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

右
質
問
す
る
。

二


